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　防災・減災カレッジは、参加者の受講料と企業や県民の皆様からの協賛金により運営しています。
今後、持続的な防災人材育成の仕組みとしてこの事業を定着、発展させていくためには、企業や県
民の皆様のご理解とご支援が必要です。地域の安全、安心と将来を担う防災人材育成の重要性、
必要性をご理解の上、この事業にご協賛いただきますようお願い申し上げます。
　協賛金に関して、詳しくは下記のホームページをご覧いただくか、電話にてお問い合わせください。
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８
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。
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６
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「防災・減災備Ｌガイド」できました

◎あいち防災協働社会推進協議会のホームページ

◎愛知県防災局防災危機管理課　

地震が起きた場合、
津波が来襲する危険
のある地域を示す。

【津波注意】
津波に対して
安全な避難場所・
高台を示す。

【津波避難場所】
津波に対して安全な
避難ビルを示す。

国土交通省が示した
海抜表示シート

愛知県沿岸市町村等
津波対策推進協議会が
ガイドラインとして
作成した標高表示板

【津波避難ビル】

【海抜表示の例】

防災・減災カレッジ協賛金のお願い

ht tp : / /www.pre f . a i ch i . jp/0000003405 .h tml

備Ｌ（そなえる）ガイドのダウンロード、
備Ｌ（そなえる）隊活動スケジュールはこちら

http : / /www.pre f . a i ch i . jp/bousa i / sonae l

津波に関する標識
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「地域協働による防災・減災のための人材育成に関する協定書」の調印式
左から、なごや災害ボランテイア連絡会  小野月比古氏、一般社団法人中部経済連合会
会長  三田敏雄氏、国立大学法人名古屋大学総長  濵口道成氏、あいち防災協働社会推進
協議会会長・愛知県知事  大村秀章、名古屋市長 河村たかし氏、愛知県商工会議所連合会
会長  髙橋治朗氏、防災のための愛知県ボランティア連絡会  栗田暢之氏

防災・減災カレッジの様子（名古屋大学）

津波・地震防災訓練
　愛知県では東日本大震災による津波被害を受け、平成２３年度から大規模地震及
びそれに伴う大津波を想定し、県内市町村との共催により津波・地震防災訓練を実施
しています。今年度は１１月１０日に田原市との共催により開催しました。
　この訓練は、津波に対し避難が重要であるという意識を持ってもらうため、「津波から
身を守る ！ より速く より高く より遠くへ」をテーマに掲げ、田原市全域にて避難訓練及び
救出救助訓練等を実施しました。訓練には１８機関、地元自主防災会１０３地区、臨海
部企業２４社から約１4，0００人が参加し、避難経路の確認等を行いながら、それぞれ
決められた避難場所へ避難する、実践的・参加型訓練を行いました。
　このような訓練を積み重ねることにより、どこへ避難するのか、どの道を通れば良いの
か、避難経路に危険箇所はないか等、様 な々ことを確認することができます。そして実
際に災害が発生した際には、訓練を活かし迅速かつ的確に避難することができ、多く
の方を津波被害から守ることができます。また、訓練に参加できない場合でも、日ごろか
らこのような事項を確認しておくことが津波から身を守る大切なことにつながります。

ここの地盤は

海抜6m
（標識、横断歩道支柱等）

（電柱等）

ここの地盤は

海抜
Above Sea Level

2m

負傷者搬送訓練（第四管区海上保安本部及び
田原市消防本部による連携）

要援護者の避難を手助けする中学生

災害に対する日ごろの備えと心構えについて、
“備える”ポイントを解説した防災チェックガイド「防災・減災備
Ｌ（そなえる）ガイド～家庭編～」ができました。
　ＰＲキャラバン隊「防災・減災備Ｌ（そなえる）隊」が平成25年
1月31日までの間、県内各地で配布するほか、防災局ホーム
ページからもダウンロードできます。
　防災チェックガイドを読んで、「できることから備Ｌ（そなえ
る）、今すぐに備Ｌ（そなえる）」です！

☎052 ( 9 5 4 ) 6 1 9 0
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